























































qt- iqu12ilqF2q- (81-62lqF2)q･83qxx一%n!_∞ elnWot (1)
但 し,0<ej≪1(jj),1,2,3),a,0-2打/T｡






























④ 83- 0,で2-361/862… 甲.2,P -P(o)0
①の場合は,十分時間が経つと,ソリトンの速度が消えるので,ソリトンの速度が有限とい












ここで r -4elT, す - ギー 7., 7-y- yo, 7.- (361/862)1/2 ^ 打･ eo=盲eosech
(7".h｡),also-4(符.2+〟.2),K-87｡^6.T((1-e-r)/r+(〟./符｡)2),鶴 -少(nT),
Xn-X(nT).マップ(4)のヤコピアンはexp(-Il)<1(Il>0)であるので,このマップは,






この時,二つの隣 り合 う軌道間の距離は指数関数的に,速度 h-(lnlKF)/Tで時間ととも


















lKI- 41･9,p- 610の場合の (す,少)面上の軌道
§4･ ランダム位相の平面波
カオス的なソリトンの発生と同時に,種々の非 ソリトン的自由度の励起が起こるが,充分
大きな時刻 ti, ソリトンから充分離れた空開位置でも有限な非 ソリトン場を考える｡そう
すると欄 の最低次の近似までとることにより,次のような,ソリトンのランダムな位相
を起因とするランダム位相をもつ平面波の集合が得られる｡
gc(x,i'和事 ±lFQn･S(fn,S)expト jI,2fn,S)2汗 2fn,sH｡
×exp[2iI(fnlS-2yo)x-刷 , (6)
i=ウ｣i:コ















































静岡大 ･教養 長 島 弘 幸
1. はじめに
非線形分散波動においては,従来からKorteweg-deVries方程式や,変形されたKortew-
eg-deVries方程式 といった完全積分系は非常に詳 しく研究 されて来た｡これらの完全積分





∫ -Oの場合,方程式 (1)はK-dV方程式 となり可積分系 となる｡また ∫- 1の場合は
K-dVの3次の方程式の代 りに5次の分散項を有する波動方程式 となる0
この場合 ∫-o以外は方程式 (1)は次の三個の多項式型の保存密度を有す｡
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